
取組の柱《３》外部人材の積極的活用 学習活動を手厚くサポート

学習支援員「学びサポーター」の活用

○毎週水曜日、午前8時30分から12時30分までの4時間勤務
○特別支援学級在籍児童の学習教材の作成、交流学級で学
習する際の支援を行う。

○授業中、ティームティーチングによる学習支援を行う。

（徳島市論田小学校）

○交流学級で学習するための準備を個別に確認していただ
けるので、ありがたい。

○交流学級に付き添い、困っていることがあるとサポートして
いただけるので、子どもたちも安心して交流学級で学習でき
る。

○学級のすべての児童に注意が行き届かない時に、手厚くサ
ポートをしていただけるのでスムーズに授業を進められる。

○学習の場が２か所に分かれる時に、どちらにも先生がつくこ
とで安全面での安心感がある。

作業が止まっている児童がいると、横に
付いてサポートを行う。適切にサポート
することで、意欲的に学習することがで
きる。（はさみを使った図工の授業）

子どもの目線に立って、優しく声
かけを行う。児童は、安心して作
業を進めることができる。


